
学界消息

学
界
消
息

　
　
　
　
史
学
研
究
会
関
係

例
会
　
二
月
二
日
（
土
）
午
後
一
時
　
楽
友
会
館

　
二
圃
農
法
の
歴
史
地
理
的
意
義
　
水
津
　
一
朗
氏

　
ポ
ナ
パ
ル
ト
W
狐
晶
荻
へ
の
途
　
　
　
魚
油
田
　
　
奏
氏

　
明
治
維
新
に
於
け
る
宗
教
問
題
　
藤
谷
　
俊
雄
氏

例
会
　
五
月
十
一
日
（
土
）
午
後
一
時
　
楽
友
会
館

　
　
日
本
古
代
の
歴
史
と
地
理
に
関
す
る
諸
問
題

　
大
和
朝
廷
の
勢
力
圏
の
問
題
　
　
小
林
　
行
雄
氏

　
地
方
豪
族
の
構
造
の
問
題
　
　
　
門
脇
　
繭
二
一

　
律
令
都
市
の
歴
史
地
理
的
性
絡
…
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
岡
謙
二
郎
氏

例
会
　
六
月
十
五
日
（
土
）
午
後
一
鞭
　
陳
列
館
内

　
　
西
南
ア
ジ
ア
史
の
諸
問
題

　
ア
ラ
ビ
ア
地
理
書
に
現
れ
た
灌
灘
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
藤
本
　
勝
次
氏

　
二
つ
の
乾
燥
地
帯
　
　
　
　
　
　
梅
樟
恵
夫
氏

　
酉
南
ア
ジ
ア
史
研
究
の
動
向
　
中
原
与
茂
九
郎
氏

例
会
　
七
月
六
臼
（
土
）
午
後
一
三
　
楽
友
会
館

　
申
圏
考
古
視
察
談
　
　
　
　
　
　
水
野
　
清
一
氏

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
樋
口
　
隆
康
氏

　
（
ス
ラ
イ
ド
使
田
用
）

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
　
敬
氏

　
　
　
　
国
　
史
　
関
　
係

読
塑
会
二
月
例
会
　
二
月
九
日
（
土
）

　
　
午
後
一
誌
　
於
京
大
陳
列
館
演
習
箋

　
明
治
初
期
軍
調
に
つ
い
て
の
二
・
三
の
問
題

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
梅
渓
　
　
昇

　
幕
末
泉
州
に
お
け
る
木
綿
機
業
と
農
民
分
解

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
申
村
　
　
哲

読
塑
会
卒
業
生
予
今
山
黛
月
一
日
（
金
）

　
　
午
後
四
時
　
於
京
大
楽
友
会
館
パ
ー
ラ
ー

　
本
年
度
卒
業
生
一
四
名
工
一
二
名
と
、
小
葉
田
。

　
赤
松
・
柴
沼
教
授
ら
教
富
・
先
輩
・
学
生
四
八
名

　
が
出
席
し
て
乾
杯
、
卒
業
生
の
前
途
を
祝
し
た
。

読
史
会
四
月
例
会
　
四
月
一
三
日
目
土
）

　
　
午
後
一
時
　
於
京
大
陳
列
館
演
習
室

　
近
世
の
宿
場
町
に
つ
い
て
　
　
　
朝
尾
礒
弘

　
近
世
在
郷
町
の
形
成
　
　
　
　
　
　
脇
田
　
　
修

読
史
会
五
月
例
会
　
五
月
二
五
臼
（
土
）

　
　
午
後
一
縛
　
於
京
大
陳
列
館
演
習
室

　
庄
園
制
解
体
期
の
画
軍
国
上
久
世
庄

　
　
－
永
正
四
年
箕
用
捨
を
中
心
に
一

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
・
上
島
　
　
膚

　
賀
茂
六
郷
の
再
建
　
　
　
　
　
　
　
麗
麗
　
善
人

曲碗

､
A
云
春
季
大
八
俵
　
　
編
ハ
日
刀
一
山
ハ
日
　
（
日
）

　
　
午
前
九
時
　
於
京
大
文
学
部
第
八
教
室

　
古
代
村
落
支
配
の
一
考
察
　
　
　
　
八
木

　
　
；
1
勝
牲
集
団
の
場
合
1

遠
隔
地
荘
園
の
一
・
二
の
問
題

　
一
興
澤
庄
の
場
合
一

友
愛
会
の
性
絡
に
つ
い
て

近
世
初
期
農
村
の
発
展
に
つ
い
て

倉
下
三
題

享
保
前
史
の
一
考
察

充

工
藤
　
敬
一

宅薗高松
藪田鷺尾
　蚕一一鯨
博融彦兜

　
　
一
吉
宗
の
継
統
を
め
ぐ
っ
て
…

　
労
働
運
動
史
研
究
の
反
省
　
　
　
　
渡
部

　
大
田
植
と
村
落
構
成

　
終
了
後
、
窪
々
堂
に
て
茶
話
会
を
催
し
た
。

置
炭
会
七
月
例
会
　
七
月
一
三
日
（
土
）

　
　
午
後
一
陪
　
於
京
大
陳
列
館
演
習
箋

　
日
本
フ
ァ
シ
ズ
ム
と
中
小
資
本
　
　
江
筒

　
国
衛
領
に
お
け
る
在
家
に
つ
い
て
　
戸
田

大
阪
歴
塑
学
会
春
季
大
会
六
月
三
〇
日

　
　
午
前
九
時
　
於
関
西
大
学
大
学
院

　
　
テ
ー
マ
「
天
平
期
の
政
治
形
態
」

　
光
明
立
后
の
三
二
意
義
　
　
　
　
　
岸

　
光
明
皇
薦
と
皇
屑
宮
職
　
　
　
　
　
井
上

徹

平
山
敏
治
郎

　
圭
一

　
芳
実

（
田
）　俊

薫男
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討
　
　
論

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
吉
濁

　
テ
ー
マ
「
大
阪
周
辺
に
お
け
る
在
郷
町

　
（
農
村
都
市
）
の
生
成
と
農
開
」

問
題
提
趨
　
　
　
　
　
　
　
塩
野

近
世
初
期
に
お
け
る
在
郷
町
の
発
達

議
長
直
木
孝
次
郎贔

芳
夫

中
部
よ
し
子

　
幕
末
の
絞
油
業
の
発
展
　
　
　
　
　
酒
井

　
封
建
崩
壊
期
に
お
け
る
摂
津
平
野
郷
の

　
変
質
過
程
　
　
　
　
　
　
　
　
　
出
ロ

　
　
一
1
繰
綿
の
流
通
よ
り
見
た
る
…

　
討
　
　
論
　
　
　
　
　
　
議
畏
鷲
見

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
長
倉

　
閉
会
後
、
ホ
…
ル
で
懇
親
会
が
縫
さ
れ
た
。

大
谷
大
学
国
塑
学
会
春
季
研
究
発
表
会

一

之
夫保

皇窺
芋

　
　
山
ハ
日
刀
二
二
口
B
　
（
土
）
隔
†
後
網
助
吋
　
漏
於
大
谷
大
愚
子

　
陰
陽
道
の
祭
　
　
　
　

鈴
木
昭
英

　
古
往
来
の
仏
教
思
想
　
　
　
　
　
　
畿
　
　
信
雄

　
大
安
寺
の
平
城
京
遷
移
に
つ
い
て
　
竪
田
　
　
修

文
化
史
学
会
第
三
回
大
会
　
五
月
一
一
霞
（
土
）

　
　
午
後
一
様

　
　
　
　
　
　
於
同
志
社
大
学
明
徳
館

欧
米
に
お
け
る
臼
本
塑
研
突
の
現
状

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
田

オ
ド
ア
ケ
ル
の
立
場
　
　
　
　
　

角
田

文一
衛良

　
　
　
　
東
洋
史
関
係

東
洋
史
旧
綱
大
掌
院
欝
欝
発
表
会

　
二
月
例
会
　
二
月
目
臼
（
土
）
午
後
二
時

　
　
元
代
の
竹
の
専
売
法
　
　
　
　
　
井
ノ
崎
隆
興

　
　
朋
実
録
の
研
究
　
　
　
　
　
　
　
聞
野
　
潜
龍

　
　
高
麗
末
期
の
改
革
に
就
い
て
　
　
金
　
　
洪
圭

　
　
　
－
…
偽
溺
昌
説
に
関
し
て
一
…

　
三
月
例
会
　
三
月
九
日
（
土
）

　
　
遷
代
の
三
階
教
に
つ
い
て
　
　
　
兼
子
　
秀
利

　
　
　
－
一
信
行
の
生
涯
を
中
心
と
し
て
一
…

　
江
華
遷
都
を
申
心
と
し
て

　
王
建
に
つ
い
て

四
月
例
会
　
四
月
十
三
日
（
土
）

　
申
蟹
奴
隷
問
題
の
研
究

　
晋
の
課
濁
糊
に
つ
い
て

五
月
例
会
　
五
月
十
一
日
（
土
）

李
　
　
大
煕

塚
本
　
俊
孝

中
谷
　
英
雄

西
村
　
元
佑

　
　
明
代
西
北
辺
境
の
茶
罵
貿
易
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
谷

　
　
賢
良
文
学
　
　
　
　
　
　
杉
村

東
洋
史
談
話
会
新
入
生
歓
迎
会

　
　
五
月
八
日
（
水
）

　
宇
治
平
等
院
鳳
風
堂
の
見
学
後
、

　
迎
懇
談
会
、
出
席
者
約
二
十
名
、

壮光
三隆

興
聖
意
に
て
歓

東
洋
史
談
話
会
　
六
月
例
会

　
　
山
ハ
月
志
丁
九
R
門
（
木
）
午
後
一
購
　
　
文
淋
子
部
第
圃
阿

　
　
演
習
室

　
「
中
国
史
の
時
代
区
分
」
に
つ
い
て

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
寺
田
　
隆
信

東
洋
塑
談
話
会
　
七
月
例
会

　
　
七
月
四
日
（
木
）
午
後
一
蒔
　
陳
列
館
第
二
教

　
　
室

　
中
薗
の
現
状
に
つ
い
て
　
　
　
　
樋
口
　
隆
康

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
岡
崎
　
　
敬

東
方
学
会
講
演
会
　
四
月
二
十
臼
（
土
）
午
後
一
時

　
　
　
　
　
　
　
　
人
文
科
学
研
突
所
本
館
講
堂
…

　
台
湾
に
於
け
る
歴
史
考
古
資
料
の

　
見
聞
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
梅
原
末
治

　
　
　
　
頭
洋
史
関
係

西
洋
塑
読
書
会
第
四
園
春
季
大
会
　
四
月
二
九
臼

　
　
　
　
午
前
九
時
一
午
後
三
時
　
京
大
楽
友
会
館

　
戦
後
塑
学
で
と
か
く
か
え
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
歴

史
に
お
け
る
個
性
の
理
解
の
方
法
に
つ
い
て
、
さ
ま

ざ
ま
の
角
度
か
ら
反
省
と
検
討
が
加
え
ら
れ
た
。

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム
「
時
代
と
囲
個
入
に

　
　
　
　
午
前
の
部

　
開
会
の
辞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
中
原
与
茂
九
郎
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攣界消息
　
委
鼠
報
膏
　
　
　
　
　
　
　
　
　
越
智
　
践
臣

　
ソ
ロ
ソ
の
改
革
に
つ
い
て
　
　
　
藤
縄
謙
三

　
ユ
リ
ウ
ス
。
カ
エ
サ
ル
　
　
　
、
浅
香
　
　
正

　
ヘ
ン
リ
ー
八
批
と
曹
添
教
改
“
草
　
　
　
　
植
村
　
　
雅
彦
輝

　
フ
ラ
ン
ス
革
・
重
藤
に
お
け
る
政
治
的
個
性
と

　
そ
の
周
辺
　
　
　
　
　
　
　
　
　
豊
田
　
　
婁

　
　
；
パ
ブ
r
フ
の
陰
謀
事
件
を
中
心
に
1

　
　
　
午
後
の
部

　
丁
・
ル
ー
ズ
ベ
ル
ト
　
　
　
　
　
志
邨
晃
佑

　
討
論
（
司
会
者
　
中
出
治
｝
衣
笠
茂
今
津
晃
）

　
…
閉
会
の
辞
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
井
上
　
智
勇

日
策
酉
洋
史
学
会
第
八
囲
大
会
　
五
日
十
八
・
九
日

　
　
神
一
只
ム
人
学
（
六
田
－
学
《
開
）

h
本
年
度
は
、
古
代
よ
り
申
世
（
第
一
部
）
、
申
世
よ

　
り
近
代
（
第
二
部
）
、
現
代
（
第
三
部
）
に
分
か

　
れ
て
、
土
地
問
題
を
中
心
と
し
た
発
表
が
お
こ
な

　
わ
れ
た
。

越
智
武
翫
氏
　
英
国
留
学

　
本
△
云
々
員
越
智
武
原
氏
は
、
ブ
リ
テ
ィ
シ
ュ
　
・
カ

ウ
ン
シ
ル
招
聴
留
学
生
と
し
て
、
八
月
十
六
召
、
神

戸
港
を
出
塁
さ
れ
た
。
ハ
ル
大
掌
に
お
い
て
地
方
史

研
究
を
む
こ
う
一
ケ
年
に
わ
た
っ
て
お
こ
な
う
予

定
。　

　
　
　
地
理
学
関
係

入
交
地
理
三
会
第
二
〇
会
例
会
　
五
月
二
十
五
蟹

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
京
都
大
掌
図
書
館

　
京
都
市
の
漸
移
地
帯
　
　
　
　
　
　
小
林
　
　
博

　
わ
が
国
の
合
成
繊
維
工
業
と
立
地
条
件

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
木
地
　
節
郎

　
内
水
面
漁
村
の
生
活
一
琵
琶
湖
面
ノ
島

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
宮
畑
巳
年
生

入
丈
地
理
掌
会
第
二
一
会
例
会
　
七
月
十
三
日

　
京
都
の
裟
…
業
　
　
　
　
　
　
　
西
島
正
太
郎

　
人
文
地
理
教
育
に
お
け
る
地
域
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
（
8
ミ
リ
上
映
）
高
壌
又
太
郎

　
臼
本
農
業
の
類
型
的
地
域
に
か
ん
す
る

　
農
業
地
理
学
的
研
箆
　
　
　
　
　
　
本
岡
　
　
武

　
　
　
　
考
古
学
関
係

第
十
九
回
考
古
掌
協
会
総
会
及
び
大
会

四
月
六
・
七
・
八
日
　
東
京
大
学

　
東
京
都
小
金
井
遥
跡
　
　
　
　
　
　
吉
田
　
　
絡

　
石
器
時
代
の
ア
カ
ニ
シ
に
つ
い
て
　
酒
詰
　
仲
男

　
伊
那
谷
に
お
け
る
総
交
式
竪
穴
住
居
玩
の

　
新
例
に
つ
い
て
　
　
　
　
　
　
　
藤
沢
　
宗
平

　
奥
羽
北
部
の
空
心
…
文
式
土
器
と
弥
生
式

　
土
器
の
関
係
に
隠
す
る
｝
見
解
　
　
江
坂
　
輝
弥

　
北
海
道
奥
尻
島
の
擦
丈
土
器
を
伴
う

　
青
苗
貝
塚
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
桜
井
　
溝
彦

宮
晦
市
吉
村
町
の
弥
生
初
期
の
集
落
塩

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
石
川
恒
太
郎

傍
豆
国
分
寺
の
伽
藍
配
置
　
　
　
　
軽
部
　
慈
恩

京
都
深
草
遺
跡
　
　
　
　
　
　
　
杉
原
　
荘
介

ベ
ッ
ド
を
有
す
る
弥
生
末
期
の
方
型

竪
穴
住
居
鮭
群
　
　
　
　
　
　
　
　
田
辺
　
哲
夫

栃
木
梁
に
お
け
る
古
墳
出
土
品
と

窯
銑
遺
物
と
の
関
係
　
　
　
　
　
　
川
島
　
守
一

纈
文
晩
期
に
お
け
る
植
物
質
の
貯
蔵

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
近
藤
義
郎

猿
投
田
西
南
麓
古
窯
祉
群
発
掘
調
査
概
報

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
橘
崎
彰
一

瀬
戸
市
画
路
町
扶
桑
古
窯
鮭
群
の
調
査

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
永

下
関
市
安
岡
町
梶
栗
浜
遺
跡
　
　
　
金
関

飛
鳥
寺
第
二
次
調
査
　
　
　
　
　
　
坪
井

岡
出
県
英
田
郡
福
本
村
の
古
代
製
鉄
遺
銑

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
和
島

　
シ
ン
ポ
ジ
ウ
ム

古
墳
に
お
け
る
伝
世
品
の
問
題
　
　
醗
本

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
斎
藤

綴
文
式
土
器
よ
り
弥
生
式
土
器
へ
の

移
行
の
問
題
　
　
　
　
　
　
　
伊
東

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
久
永

春
男

　
恕

清
足

誠
「杜

人
　
忠

　
　
　
助

信
男
＠

春
男
　
8
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中
国
考
古
掌
視
察
國
の
訪
中

　
中
共
政
府
の
招
聰
に
よ
り
、
東
大
名
誉
教
授
原
田

　
淑
入
駆
長
以
下
八
名
が
、
葦
登
牽
七
日
か
ら
六
月

　
一
二
ま
で
一
箇
月
半
に
わ
た
っ
て
、
西
要
・
洛

　
陽
・
広
州
・
敦
遽
・
長
沙
・
広
州
な
ど
の
諸
遺
跡

　
お
よ
び
各
市
の
博
物
館
や
大
学
を
視
察
し
た
。
京

　
都
大
学
か
ら
は
水
野
清
一
、
樋
口
隆
康
、
岡
崎
敬

　
の
一
一
一
氏
。
か
参
’
加
し
た
。

兵
庫
県
加
西
郡
北
条
町
・
一
回
古
墳
の
調
査

　
七
月
十
四
臼
i
二
十
八
臼
。
京
大
考
古
学
教
室

　
小
林
行
雄
講
師
ほ
か
教
室
員
が
参
加
し
た
。
横
穴

　
石
塗
を
主
体
と
し
式
た
円
墳
で
、
石
窒
内
の
一
部

　
は
す
で
に
盗
掘
を
う
け
て
い
た
が
、
玄
室
の
両
端

　
に
棺
台
と
考
え
ら
れ
る
平
石
を
お
い
た
欝
造
が
し

　
ら
れ
、
須
恵
器
、
土
師
器
、
鉄
製
品
類
な
ど
多
数

　
の
遺
物
が
発
見
さ
れ
た
。

　　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　

@　
@　一

香
川
県
ヨ
豊
郡
詫
闇
町
。
紫
雲
出
弥
生
式
遺
跡
の
調

査
　
　
　
　
　
　
　
｝

強
矯
謹
聴
↑
選
鉱
欝
朔
焦

　
行
雄
講
師
ほ
か
考
古
学
教
箋
員
が
滲
加
し
た
。

纏い

舶
z
粟
町
。
以
久
田
野
古
墳
群
の
調
査

　
八
月
十
七
日
一
二
十
七
日
。
京
大
考
古
学
教
箋

　
酒
谷
真
治
助
手
ほ
か
二
名
に
よ
っ
て
四
基
の
古
墳

を
発
掘
し
た
。
い
ず
れ
も
経
十
六
米
前
後
の
円
墳

で
あ
る
が
、
う
ち
一
基
で
は
、
長
さ
量
・
三
米
、

巾
○
・
八
米
の
木
棺
を
直
接
封
土
中
に
お
さ
め
、

土
師
器
、
鉄
器
類
の
副
葬
鵡
は
棺
の
中
ば
か
り
で

な
く
、
棺
側
や
棺
上
に
も
配
臆
し
て
い
る
状
態
が

判
明
し
た
。

～

幅
　
　
勲
盤
者
紹
介

池
田
敬
正
　
京
都
大
掌
大
学
院
学
生

山
岸
義
夫
　
群
馬
大
学
講
飾

岩
見
　
　
宏
　
神
芦
大
聖
講
師

編
集
後
　
記

　
こ
と
し
の
残
暑
は
こ
と
の
ほ
か
き
び
し
く
て
長
い

よ
う
で
ご
ざ
い
ま
し
た
が
、
秋
声
の
音
が
な
つ
か
し

く
ふ
る
え
る
こ
の
頃
、
御
手
許
に
こ
の
第
五
号
を
お

と
ど
け
す
る
は
こ
び
と
な
り
ま
し
た
。
こ
こ
に
も
ら

れ
た
力
作
を
味
っ
て
い
た
だ
け
る
こ
と
を
一
同
う
れ

し
く
お
も
っ
て
お
り
ま
す
。
こ
の
雑
誌
も
、
ま
い
ど

申
し
上
げ
る
こ
と
で
す
け
れ
ど
、
全
国
の
会
員
か
ら

の
積
極
的
な
御
投
稿
を
お
ま
ち
し
て
お
り
ま
す
。

　
な
お
、
矧
投
稿
の
場
合
は
、
枚
数
は
照
○
○
字
歎
媚

五
十
枚
ま
で
、
臨
○
○
宇
程
慶
の
要
約
を
附
し
て
下

さ
い
。
〆
切
は
毎
奇
数
月
の
十
日
、
採
否
は
編
集
部

に
お
任
せ
ね
が
い
ま
す
。
　
　
　
　
（
永
　
井
）

蕪
馳
歓
墾
五
四
翻
　
定
価
百
円

　
　
史
林
（
第
四
〇
悪
第
五
号
）

　
　
　
　
京
郡
齋
窟
京
区
吉
田
本
町

　
　
　
　
京
螂
大
学
文
学
部
内

　
発
行
所
史
学
研
究
会

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
振
替
京
童
五
帥
五
五
番

　
　
　
　
　
　
　
理
事
長
　
　
宮
崎
帯
定

　
　
　
　
　
　
　
編
輯
主
任
　
　
赤
松
俊
秀

　
　
　
　
京
都
市
下
嗜
眠
七
条
御
所
ノ
内
東
町
三
九

　
主
日
所
　
中
村
三
王
株
式
会
社
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員
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